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一般社団法人群馬地区産学官交流会 会費に関する細則 

 
第1条 （主旨） 
本細則は、群馬地区産学官交流会（以下「交流会」という）定款第 7 条の規定に基づき、会費等を定める
ものとする。 
 
第2条 （入会申込） 
1 交流会の会員となろうとする者は、所定の入会申込書を交流会に提出するものとする。 
2 前項の申込は、法人が指定する書面または電子申請（Google フォーム等）により行うことができる。 
3 電子申請による入会申込は、当法人が定めるフォームに必要事項を正確に記入し、送信することに

より完了する。 
 
第3条 （入会の承認） 

1  入会の承認は、定款第 6 条に基づき、代表理事が行うものとする。 
2 代表理事は、入会申込書の内容を確認し、承認または不承認の決定を行う。 
3 入会が承認された場合、当法人はその旨を電子メールその他適切な方法により申込者に通知するも

のとし、当該通知をもって入会が成立する。 
 

第4条 （会費の改定） 
1  会費の金額は、必要に応じて改定することができる。 
2  会費の改定は、理事会の議決を経て、総会において出席会員の過半数の承認を得なければならない。 
3  改定後の会費は、総会での承認後、翌年度から適用する。 
4  会費改定の議案を提出する場合、理事会はその理由および収支見通しを示し、総会開催日の３０日  

前までに会員へ通知する。 
 

第5条  (会費） 
1 正会員（法人）の場合、年額一口 30,000 円で、一口以上とする。 
2 正会員（個人）の場合、年額一口 3,000 円で、一口以上とする。 
3 賛助会員（法人、個人）の場合、年額一口 20,000 円で一口以上とする。 
 
第6条  (減免) 
1 賛助会員のうち、交流会が総会において特に承認した者については、会費を免除することができる。

この場合、当該会員は金銭による負担に代えて、交流会の事業遂行に必要な労力、知見、その他の協
力を提供するものとする。 

2 前項の会費免除は、総会の議決によるものとする。ただし、代表理事または理事会が暫定的に承認し
た場合は、次回総会において報告し、追認を受けなければならない。 
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3 正会員、賛助会員その他特別の事情がある会員については、総会の決議により会費を減免すること
ができる。 
 

第7条  (納入方法) 
会費の支払方法は、交流会が毎年度総会後に発行する請求書に基づき、指定期日までに銀行振込ま
たは口座振替により行うものとする。会員は口座振替の利用を希望する場合、所定の手続を完了し
なければならない。 
 

第8条  (滞納) 
1 会費を滞納した会員は、総会の決議により会員資格を停止することができる。 
2 ３年以上滞納した場合は、除名することができる。 
 
第9条  (退会) 
1 会員が任意に退会する場合は、退会届を代表理事に提出しなければならない。 
2 退会届の提出があった場合、当該会員はその日をもって退会したものとする。 
 
第10条 (除名) 
会員が次の各号の一に該当するときは、総会の決議によりこれを除名することができる。  
 (1) 本会の定款その他の規約に違反したとき   
 (2) 本会の名誉を傷つけ、または目的に反する行為をしたとき  
 (3) その他除名すべき正当な事由があるとき 
 2  前項の規定により会員を除名しようとするときは、当該会員に対し、総会において弁明の機会を与え
なければならない。 
 
第11条  (返還禁止) 
納入された会費は、いかなる理由があっても返還しない。 
 
第12条 （寄付金および補助金） 
交流会は、その目的に賛同し、事業遂行のために行われる寄付金および補助金を受け入れることができ
る。 
 
第13条 (会費の管理) 
会計担当者が管理し、毎年度の総会において収支報告を行う。 
 
第14条 （改廃） 
本細則の改廃は、総会の議決によらなければならない。 
附則 この細則は、2026 年 4 月 1 日から施行する。 


